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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のＧＯＡユニットを含むＧＯＡ回路において、
　それぞれの該ＧＯＡユニットが表示領域の第Ｎ段水平線（Ｇ（Ｎ））と第Ｎ＋１段水平
走査線（Ｇ（Ｎ＋１））に対して順に充電し、
　該ＧＯＡユニットが、Ｎ段プルアップコントロール回路と、Ｎ＋１段プルアップコント
ロール回路と、Ｎ段プルアップ回路と、Ｎ＋１段プルアップ回路と、Ｎ段プルダウン回路
と、Ｎ＋１段プルダウン回路と、プルダウンホールディング回路とを含み、
　該Ｎ段プルアップ回路と該プルダウンホールディング回路とが、それぞれ第Ｎ段ゲート
電極信号点（Ｑ（Ｎ））と、第Ｎ段水平走査線（Ｇ（Ｎ））とに接続し、該Ｎ段プルアッ
プコントロール回路と、Ｎ段プルダウン回路が第Ｎ段ゲート電極信号点（Ｑ（Ｎ））に接
続し、
　該Ｎ＋１段プルアップ回路と該プルダウンホールディング回路とが、それぞれ第Ｎ＋１
段ゲート電極信号点（Ｑ（Ｎ＋１））と第Ｎ＋１段水平走査線（Ｇ（Ｎ＋１））に接続し
、該Ｎ＋１段プルアップコントロール回路と該Ｎ＋１段プルダウン回路とが第Ｎ＋１段ゲ
ート電極信号点（Ｑ（Ｎ＋１））に接続し、
　該プルダウンホールディング回路は、第Ｎ段水平走査線（Ｇ（Ｎ））に充電した後、該
第Ｎ段ゲート電極信号点（Ｑ（Ｎ））と第Ｎ段水平走査線（Ｇ（Ｎ））の電位を低電位に
維持し、該第Ｎ＋１段水平走査線（Ｇ（Ｎ＋１））に充電した後、第Ｎ＋１段ゲート電極
信号点（Ｑ（Ｎ＋１））と第Ｎ段水平走査線（Ｇ（Ｎ＋１））の電位を低電位に維持し、
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　該プルダウンホールディング回路が、ゲート電極とドレイン電極が第１クロック信号（
ＬＣ１）に接続する第１トランジスタ（Ｔ１）と、
　ゲート電極が該第１トランジスタ（Ｔ１）のソース電極に接続し、ドレイン電極が第１
クロック信号（ＬＣ１）に接続し、ソース電極が第１コモン点（Ｋ（Ｎ））に接続する第
２トランジスタ（Ｔ２）と、
　ゲート電極が第２クロック信号（ＬＣ２）に接続し、ドレイン電極が第１クロック信号
（ＬＣ１）に接続し、ソース電極が第１コモン点（Ｋ（Ｎ））に接続する第３トランジス
タ（Ｔ３）と、
　ゲート電極とドレイン電極とが該第１コモン点Ｋ（Ｎ）に接続する第４トランジスタ（
Ｔ４）と、
　ゲート電極が該第Ｎ段ゲート電極信号点（Ｑ（Ｎ））に接続し、ドレイン電極が該第１
トランジスタ（Ｔ１）のソース電極と該第４トランジスタ（Ｔ４）のソース電極とに接続
し、ソース電極が第１直流低電圧（ＶＳＳ１）に接続する第５トランジスタ（Ｔ５）と、
　ゲート電極が該第Ｎ＋１段ゲート電極信号点（Ｑ（Ｎ＋１））に接続し、ドレイン電極
が該第１トランジスタ（Ｔ１）のソース電極に接続し、ソース電極が第１直流低電圧（Ｖ
ＳＳ１）に接続する第６トランジスタ（Ｔ６）と、
　ゲート電極が該第１コモン点（Ｋ（Ｎ））に接続し、ドレイン電極が該Ｎ＋１段ゲート
電極信号点（Ｑ（Ｎ＋１））に接続し、ソース電極が該第１直流低電圧（ＶＳＳ１）に接
続する第７トランジスタ（Ｔ７）と、
　ゲート電極が該第１コモン点（Ｋ（Ｎ））に接続し、ドレイン電極が該Ｎ＋１段水平走
査線（Ｇ（Ｎ＋１））に接続し、ソース電極が該第１直流低電圧（ＶＳＳ１）に接続する
第８トランジスタ（Ｔ８）と、
　ゲート電極が第２コモン点（Ｐ（Ｎ））に接続し、ドレイン電極が該Ｎ＋１段ゲート電
極信号点（Ｑ（Ｎ＋１））に接続し、ソース電極が該第１直流低電圧（ＶＳＳ１）に接続
する第９トランジスタ（Ｔ９）と、
　ゲート電極が該第２コモン点（Ｐ（Ｎ））に接続し、ドレイン電極が該Ｎ＋１段水平走
査線（Ｇ（Ｎ＋１））に接続し、ソース電極が該第１直流低電圧ＶＳＳ１に接続する第１
０トランジスタ（Ｔ１０）と、
　ゲート電極とドレイン電極とが該第２クロック信号（ＬＣ２）に接続する第１１トラン
ジスタ（Ｔ１１）と、
　ゲート電極が該第１１トランジスタ（Ｔ１１）のソース電極に接続し、ドレイン電極が
該第２クロック信号（ＬＣ２）に接続し、ソース電極が第２コモン点（Ｐ（Ｎ））に接続
する第１２トランジスタ（Ｔ１２）と、
　ゲート電極が第１クロック信号（ＬＣ１）に接続し、ドレイン電極が該第２クロック信
号（ＬＣ２）に接続し、ソース電極が該第２コモン点（Ｐ（Ｎ））に接続する第１３トラ
ンジスタ（Ｔ１３）と、
　ゲート電極とドレイン電極とが該第２コモン点（Ｐ（Ｎ））に接続する第１４トランジ
スタ（Ｔ１４）と、
　ゲート電極が該第Ｎ段ゲート電極信号点（Ｑ（Ｎ））に接続し、ドレイン電極が該第１
１トランジスタ（Ｔ１１）のソース電極と該第１４トランジスタ（Ｔ１４）のソース電極
に接続し、ソース電極が第１直流低電圧（ＶＳＳ１）に接続する第１５トランジスタ（Ｔ
１５）と、
　ゲート電極が該第Ｎ＋１段ゲート電極信号点（Ｑ（Ｎ＋１））に接続し、ドレイン電極
が該第１１トランジスタ（Ｔ１１）のソース電極に接続し、ソース電極が該第１直流低電
位（ＶＳＳ１）に接続する第１６トランジスタ（Ｔ１６）と、
　ゲート電極が該第２コモン点（Ｐ（Ｎ））に接続し、ドレイン電極が該第Ｎ段ゲート電
極信号点（Ｑ（Ｎ））に接続し、ソース電極が該第１直流低電位（ＶＳＳ１）に接続する
第１７トランジスタ（Ｔ１７）と、
　ゲート電極が該第２コモン点（Ｐ（Ｎ））に接続し、ドレイン電極が該第Ｎ段水平走査
線（Ｇ（Ｎ））に接続し、ソース電極が該第１直流定電圧（ＶＳＳ１）に接続する第１８
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トランジスタ（Ｔ１８）と、
　ゲート電極が第１コモン点（Ｋ（Ｎ））に接続し、ドレイン電極が該第Ｎ段ゲート電極
信号点（Ｑ（Ｎ））に接続し、ソース電極が該第１直流低電圧（ＶＳＳ１）に接続する第
１９トランジスタ（Ｔ１９）と、
　ゲート電極が該第１コモン点（Ｋ（Ｎ））に接続し、ドレイン電極が該第Ｎ段水平走査
線（Ｇ（Ｎ））に接続し、ソース電極が該第１直流低電圧（ＶＳＳ１）に接続する第２０
トランジスタ（Ｔ２０）と、
　ゲート電極が該第Ｎ段ゲート電極信号点（Ｑ（Ｎ））に接続し、ドレイン電極が該第１
コモン点（Ｋ（Ｎ））に接続し、ソース電極が該第２コモン点（Ｐ（Ｎ））に接続する第
２１トランジスタ（Ｔ２１）と、を含む
　ことを特徴とするＧＯＡ回路。
【請求項２】
　請求項１に記載のＧＯＡ回路において、
　前記プルダウンホールディング回路が、ゲート電極が該第Ｎ＋１段ゲート電極信号点（
Ｑ（Ｎ＋１））に接続し、ドレイン電極とソース電極とが該第１コモン点（Ｋ（Ｎ））と
該第２コモン点（Ｐ（Ｎ））とにそれぞれ接続する第２２トランジスタ（Ｔ２２）をさら
に含む
　ことを特徴とするＧＯＡ回路。
【請求項３】
　請求項２に記載のＧＯＡ回路において、
　前記ＧＯＡユニットが、第Ｎ段トランスファー回路と第Ｎ＋１トランスファー回路とを
さらに含み、
　該第Ｎ段トランスファー回路が該第Ｎ段ゲート電極信号点（Ｑ（Ｎ））に接続して第Ｎ
＋１段トランスファー制御回路に第Ｎ段トランスファー信号（ＳＴ（Ｎ））を提供し、
　該第Ｎ＋１段トランスファー回路が該第Ｎ＋１段ゲート電極信号点（Ｑ（Ｎ＋１））に
接続して次の段のＧＯＡユニットの第Ｎ＋２段トランスファー制御回路に第Ｎ＋１段トラ
ンスファー信号（ＳＴ（Ｎ＋１））を提供する
　ことを特徴とするＧＯＡ回路。
【請求項４】
　請求項３に記載のＧＯＡ回路において、
　前記プルダウンホールディング回路が、
　ゲート電極が該第Ｎ＋１段水平走査線（Ｇ（Ｎ＋１））に接続し、ドレイン電極が該第
１コモン点（Ｋ（Ｎ））に接続し、ソース電極が該第１直流低電位（ＶＳＳ１）に接続す
る第２３トランジスタ（Ｔ２３）と、
　ゲート電極が該第Ｎ段水平走査線（Ｇ（Ｎ））に接続し、ドレイン電極が該第２コモン
点（Ｐ（Ｎ））に接続し、ソース電極が該第１直流低電位（ＶＳＳ１）に接続する第２４
トランジスタ（Ｔ２４）と、をさらに含む
　ことを特徴とするＧＯＡ回路。
【請求項５】
　請求項４に記載のＧＯＡ回路において、
　前記第２３トランジスタ（Ｔ２３）のゲート電極が該Ｎ＋１段トランスファー信号（Ｓ
Ｔ（Ｎ＋１））に接続し、
　該第２４トランジスタ（Ｔ２４）のゲート電極が第Ｎ段トランスファー信号（ＳＴ（Ｎ
））に接続する
　ことを特徴とするＧＯＡ回路。
【請求項６】
　請求項５に記載のＧＯＡ回路において、
　前記第７トランジスタ（Ｔ７）のソース電極と、該第９トランジスタ（Ｔ９）のソース
電極と、該第１７トランジスタ（Ｔ１７）のソース電極と、該第１９トランジスタ（Ｔ１
９）のソース電極とが、第２直流低電位（ＶＳＳ２）に接続する
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　ことを特徴とするＧＯＡ回路。
【請求項７】
　請求項６に記載のＧＯＡ回路において、
　前記プルダウンホールディング回路が、ゲート電極が第１コモン点（Ｋ（Ｎ））に接続
し、ドレイン電極が該Ｎ＋１段トランスファー信号（ＳＴ（Ｎ＋１））に接続し、ソース
電極が該第２直流低電位（ＶＳＳ２）に接続する第２５トランジスタ（Ｔ２５）と、
　ゲート電極が該第２コモン点（Ｐ（Ｎ））に接続し、ドレイン電極が該Ｎ＋１段トラン
スファー信号（ＳＴ（Ｎ＋１））に接続し、ソース電極が該第２直流低電位（ＶＳＳ２）
に接続する第２６トランジスタ（Ｔ２６）と、
　ゲート電極が第２コモン点（Ｐ（Ｎ））に接続し、ドレイン電極が該Ｎ段トランスファ
ー信号（ＳＴ（Ｎ））に接続し、ソース電極が該第２直流低電位（ＶＳＳ２）に接続する
第２７トランジスタＴ２７と、
　ゲート電極が第１コモン点（Ｋ（Ｎ））に接続し、ドレイン電極が該Ｎ１段トランスフ
ァー信号（ＳＴ（Ｎ））に接続し、ソース電極が該第２直流低電位（ＶＳＳ２）に接続す
る第２８トランジスタ（Ｔ２８）を含む
　ことを特徴とするＧＯＡ回路。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれかに記載のＧＯＡ回路を備えた液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、液晶表示技術に関し、特に一種のＧＯＡ回路と液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　Ｇａｔｅ Ｄｒｉｖｅｒ Ｏｎ Ａｒｒａｙは、ＧＯＡと略称する。即ち、現有する薄膜
トランジスタ液晶表示装置のアレイ製造工程を利用してゲートの行走査駆動信号回路をア
レイ基板に作成して、ゲートに対するプログレッシブスキャンを実現する一種の技術であ
る。
【０００３】
　従来のＧＯＡ回路は、主にプルアップ回路（Ｐｕｌｌ－ｕｐ　Ｐａｒｔ）と、プルアッ
プコントロール回路（Ｐｕｌｌ－ｕｐ　ＣｏｎｔｒｏｌＰａｒｔ）と、トランスファー回
路（ＴｒａｎｓｆｅｒＰａｒｔ）Ｐａｒｔ）と、プルダウン回路（Ｋｅｙ Ｐｕｌｌ－ｄ
ｏｗｎ Ｐａｒｔ）と、プルダウンホールディング回路（Ｐｕｌｌ－ｄｏｗｎ Ｈｏｌｄｉ
ｎｇ　Ｐａｒｔ）と、及び電位の増幅を行なうコンデンサ（Ｂｏｏｓｔ Ｐａｒｔ）とに
よって構成する。プルアップ回路は、入力したクロック信号（Ｃｌｏｃｋ）をゲート端に
出力して表示装置の駆動信号とする。プルアップコントロール回路はプルアップ回路を制
御してオンにする。一般には前１段ＧＯＡ回路から伝送される信号の作用による。プルダ
ウン回路はゲートの出力が完了してからの第１時間にゲートをプルダウンして低電位とす
る。即ち、ゲート信号をオフにする。プルダウンホールディング回路はゲートの出力する
信号とプルアップ回路のゲート信号（通常はＱ点と称する）をオフ状態（即ち、設定され
た不電に）に保持する。通常は、２つのプルダウンホールディング回路が交互に作用する
。コンデンサ（Ｂｏｏｓｔ Ｐａｒｔ）はＱ点の電位に対して第２次増幅を行ない、かか
る作用によって、プルアップ回路のＧ（Ｎ）の正常な出力を確保する。
【０００４】
　然しながら、上述する設計は、それぞれの段がプルダウンホールディング回路を含み、
かつ両部分が交互に作用することから、消費するパワーが大きくなり、環境保全に不利と
なる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　この発明は、周知の技術にみられる上述の問題を解決するためのものであって、即ち液
晶表示装置におけるＧＯＡ回路のパワーの消費を低減させるＧＯＡ回路及び液晶表示装置
を提供することを改題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述する課題を解決するためにこの発明の採用する技術プランは、一種のＧＯＡ回路を
提供するものであって、複数のＧＯＡユニットを含むＧＯＡ回路において、それぞれの該
ＧＯＡユニットが表示領域の第Ｎ段水平線Ｇ（Ｎ）と第Ｎ＋１段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）
に対して順に充電し、該ＧＯＡユニットが、Ｎ段プルアップコントロール回路と、Ｎ＋１
段プルアップコントロール回路と、Ｎ段プルアップ回路と、Ｎ＋１段プルアップ回路と、
Ｎ段プルダウン回路と、Ｎ＋１段プルダウン回路と、プルダウンホールディング回路とを
含み、該Ｎ段プルアップ回路と該プルダウンホールディング回路とが、それぞれ第Ｎ段ゲ
ート電極信号点Ｑ（Ｎ）と、第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）とに接続し、該Ｎ段プルアップコ
ントロール回路と、Ｎ段プルダウン回路が第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）に接続し、該
Ｎ＋１段プルアップ回路と該プルダウンホールディング回路とが、それぞれ第Ｎ＋１段ゲ
ート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）と第Ｎ＋１段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）に接続し、該Ｎ＋１段
プルアップコントロール回路と該Ｎ＋１段プルダウン回路とが第Ｎ＋１段ゲート電極信号
点Ｑ（Ｎ＋１）に接続し、該プルダウンホールディング回路は、第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ
）に充電した後、該第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）と第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）の電位
を低電位に維持し、該第Ｎ＋１段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）に充電した第Ｎ＋１段ゲート電
極信号点Ｑ（Ｎ＋１）と第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）の電位を低電位に維持し、該プル
ダウンホールディング回路が、ゲート電極とドレイン電極が第１クロック信号ＬＣ１に接
続する第１トランジスタＴ１と、ゲート電極が該第１トランジスタＴ１のソース電極に接
続し、ドレイン電極が第１クロック信号ＬＣ１に接続し、ソース電極が第１コモン点Ｋ（
Ｎ）に接続する第２トランジスタＴ２と、ゲート電極が第２クロック信号ＬＣ２に接続し
、ドレイン電極が第１クロック信号ＬＣ１に接続し、ソース電極が第１コモン点Ｋ（Ｎ）
に接続する第３トランジスタＴ３と、ゲート電極とドレイン電極とが該第１コモン点Ｋ（
Ｎ）に接続する第４トランジスタＴ４と、ゲート電極が該第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ
）　　　に接続し、ドレイン電極が該第１トランジスタＴ１のソース電極と該第４トラン
ジスタＴ４のソース電極とに接続し、ソース電極が第１直流低電圧ＶＳＳ１に接続する第
５トランジスタＴ５と、ゲート電極が該第Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）に接続
し、ドレイン電極が該第１トランジスタＴ１のソース電極に接続し、ソース電極が第１直
流低電圧ＶＳＳ１　に接続する第６トランジスタＴ６と、ゲート電極が該第１コモン点Ｋ
（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が該Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）に接続し、ソ
ース電極が該第１直流低電圧ＶＳＳ１に接続する第７トランジスタＴ７と、ゲート電極が
該第１コモン点Ｋ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が該Ｎ＋１段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）に
接続し、ソース電極が該第１直流低電圧ＶＳＳ１に接続する第８トランジスタＴ８と、ゲ
ート電極が第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が該Ｎ＋１段ゲート電極信号点
Ｑ（Ｎ＋１）に接続し、ソース電極が該第１直流低電圧ＶＳＳ１に接続する第９トランジ
スタＴ９と、ゲート電極が該第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が該Ｎ＋１段
水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）に接続し、ソース電極が該第１直流低電圧ＶＳＳ１に接続する第
１０トランジスタＴ１０と、ゲート電極とドレイン電極とが該第２クロック信号ＬＣ２に
接続する第１１トランジスタＴ１１と、ゲート電極が該第１１トランジスタＴ１１のソー
ス電極に接続し、ドレイン電極が該第２クロック信号ＬＣ２に接続し、ソース電極が第２
コモン点Ｐ（Ｎ）に接続する第１２トランジスタＴ１２と、ゲート電極が第１クロック信
号ＬＣ１に接続し、ドレイン電極が該第２クロック信号ＬＣ２に接続し、ソース電極が該
第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続する第１３トランジスタＴ１３と、ゲート電極とドレイン電
極とが該第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続する第１４トランジスタＴ１４と、ゲート電極が該
第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が該第１１トランジスタＴ１１
のソース電極と該第１４トランジスタＴ１４のソース電極に接続し、ソース電極が第１直
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流低電圧ＶＳＳ１に接続する第１５トランジスタＴ１５と、ゲート電極が該第Ｎ＋１段ゲ
ート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）に接続し、ドレイン電極が該第１１トランジスタＴ１１のソ
ース電極に接続し、ソース電極が該第１直流低電位ＶＳＳ１に接続する第１６トランジス
タＴ１６と、ゲート電極が該第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が該第Ｎ段ゲ
ート電極信号点Ｑ（Ｎ）に接続し、ソース電極が該第１直流低電位ＶＳＳ１に接続する第
１７トランジスタＴ１７と、ゲート電極が該第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続し、ドレイン電
極が該第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）に接続し、ソース電極が該第１直流定電圧ＶＳＳ１に接
続する第１８トランジスタＴ１８と、ゲート電極が第１コモン点Ｋ（Ｎ）に接続し、ドレ
イン電極が該第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）に接続し、ソース電極が該第１直流低電圧
ＶＳＳ１に接続する第１９トランジスタＴ１９と、ゲート電極が該第１コモン点Ｋ（Ｎ）
に接続し、ドレイン電極が該第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）に接続し、ソース電極が該第１直
流低電圧ＶＳＳ１に接続する第２０トランジスタＴ２０と、を含み、該ＧＯＡユニットが
リセット回路を更に含み、該リセット回路が該第Ｎ段ゲート信号点Ｑ（Ｎ）と、第Ｎ＋１
段ゲート信号点Ｑ（Ｎ＋１）と、第１直流低電圧ＶＳＳ１に接続し、リセット信号を受信
した後、該第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）及び第Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１
）の電位をプルダウンして低電位にするために用いられる。
【０００７】
　上述する課題を解決するためにこの発明の採用する技術プランは、一種のＧＯＡ回路を
提供するものであって、該ＧＯＡ回路は液晶表示装置に用いるＧＯＡ回路であって、該Ｇ
ＯＡ回路が複数の複数のＧＯＡユニットを含み、それぞれの該ＧＯＡユニットが表示領域
の第Ｎ段水平線Ｇ（Ｎ）と第Ｎ＋１段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）に対して順に充電する。ま
た、該ＧＯＡユニットが、Ｎ段プルアップコントロール回路と、Ｎ＋１段プルアップコン
トロール回路と、Ｎ段プルアップ回路と、Ｎ＋１段プルアップ回路と、Ｎ段プルダウン回
路と、Ｎ＋１段プルダウン回路と、プルダウンホールディング回路とを含み、　該Ｎ段プ
ルアップ回路と該プルダウンホールディング回路とが、それぞれ第Ｎ段ゲート電極信号点
Ｑ（Ｎ）と、第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）とに接続し、該Ｎ段プルアップコントロール回路
と、Ｎ段プルダウン回路が第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）に接続し、該Ｎ＋１段プルア
ップ回路と該プルダウンホールディング回路とが、それぞれ第Ｎ＋１段ゲート電極信号点
Ｑ（Ｎ＋１）と第Ｎ＋１段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）に接続し、該Ｎ＋１段プルアップコン
トロール回路とプルダウンホールディング回路とが、それぞれ第Ｎ＋１段ゲート電極信号
点Ｑ（Ｎ＋１）と該Ｎ＋１段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）に接続し、該Ｎ＋１段プルアップコ
ントロール回路とＮ＋１段プルダウン回路とが該第Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１
）に接続し、　該プルダウンホールディング回路は、該第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）に充電
した後、該第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）と該第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）の電位を低電
位に維持し、該第Ｎ＋１段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）に充電した後、第Ｎ＋１段ゲート電極
信号点Ｑ（Ｎ＋１）と第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）の電位を低電位に維持する。
【０００８】
　該プルダウンホールディング回路が、ゲート電極とドレイン電極が第１クロック信号Ｌ
Ｃ１に接続する第１トランジスタＴ１と、ゲート電極が該第１トランジスタＴ１のソース
電極に接続し、ドレイン電極が第１クロック信号ＬＣ１に接続し、ソース電極が第１コモ
ン点Ｋ（Ｎ）に接続する第２トランジスタＴ２と、ゲート電極が第２クロック信号ＬＣ２
に接続し、ドレイン電極が第１クロック信号ＬＣ１に接続し、ソース電極が第１コモン点
Ｋ（Ｎ）に接続する第３トランジスタＴ３と、ゲート電極とドレイン電極とが該第１コモ
ン点ＫＮに接続する第４トランジスタＴ４と、ゲート電極が該第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ
（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が該第１トランジスタＴ１のソース電極と該第４トランジ
スタＴ４のソース電極とに接続し、ソース電極が第１直流低電圧ＶＳＳ１に接続する第５
トランジスタＴ５と、ゲート電極が該第Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）に接続し
、ドレイン電極が該第１トランジスタＴ１のソース電極に接続し、ソース電極が第１直流
低電圧ＶＳＳ１に接続する第６トランジスタＴ６と、ゲート電極が該第１コモン点Ｋ（Ｎ
）に接続し、ドレイン電極が該Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）に接続し、ソース
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電極が該第１直流低電圧ＶＳＳ１に接続する第７トランジスタＴ７と、ゲート電極が該第
１コモン点Ｋ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が該Ｎ＋１段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）に接続
し、ソース電極が該第１直流低電圧ＶＳＳ１に接続する第８トランジスタＴ８と、ゲート
電極が第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が該Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ（
Ｎ＋１）に接続し、ソース電極が該第１直流低電圧ＶＳＳ１に接続する第９トランジスタ
Ｔ９と、ゲート電極が該第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が該Ｎ＋１段水平
走査線Ｇ（Ｎ＋１）に接続し、ソース電極が該第１直流低電圧ＶＳＳ１に接続する第１０
トランジスタ（Ｔ１０）と、ゲート電極とドレイン電極とが該第２クロック信号ＬＣ２に
接続する第１１トランジスタＴ１１と、ゲート電極が該第１１トランジスタＴ１１のソー
ス電極に接続し、ドレイン電極が該第２クロック信号ＬＣ２に接続し、ソース電極が第２
コモン点Ｐ（Ｎ）に接続する第１２トランジスタＴ１２と、ゲート電極が第１クロック信
号ＬＣ１に接続し、ドレイン電極が該第２クロック信号ＬＣ２に接続し、ソース電極が該
第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続する第１３トランジスタＴ１３と、ゲート電極とドレイン電
極とが該第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続する第１４トランジスタＴ１４と、ゲート電極が該
第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が該第１１トランジスタＴ１１
のソース電極と該第１４トランジスタＴ１４のソース電極に接続し、ソース電極が第１直
流低電圧ＶＳＳ１に接続する第１５トランジスタＴ１５と、ゲート電極が該第Ｎ＋１段ゲ
ート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）に接続し、ドレイン電極が該第１１トランジスタＴ１１のソ
ース電極に接続し、ソース電極が該第１直流低電位ＶＳＳ１に接続する第１６トランジス
タＴ１６と、ゲート電極が該第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が該第Ｎ段ゲ
ート電極信号点Ｑ（Ｎ）に接続し、ソース電極が該第１直流低電位ＶＳＳ１に接続する第
１７トランジスタＴ１７と、ゲート電極が該第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続し、ドレイン電
極が該第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）に接続し、ソース電極が該第１直流定電圧ＶＳＳ１に接
続する第１８トランジスタＴ１８と、ゲート電極が第１コモン点Ｋ（Ｎ）に接続し、ドレ
イン電極が該第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）に接続し、ソース電極が該第１直流低電圧
ＶＳＳ１に接続する第１９トランジスタＴ１９と、ゲート電極が該第１コモン点Ｋ（Ｎ）
に接続し、ドレイン電極が該第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）に接続し、ソース電極が該第１直
流低電圧ＶＳＳ１に接続する第２０トランジスタＴ２０と、を含む。
【０００９】
　該プルダウンホールディング回路が、ゲート電極が該第Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ（
Ｎ＋１）に接続し、ドレイン電極とソース電極とが該第１コモン点Ｋ（Ｎ）と該第２コモ
ン点Ｐ（Ｎ）とにそれぞれ接続する第２２トランジスタＴ２２をさらに含む
【００１０】
　該ＧＯＡユニットが第Ｎ段トランスファー回路と、第Ｎ＋１段トランスファー回路とを
含み、第Ｎ段トランスファー回路は第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）に接続して第Ｎ＋１
段トランスファー制御回路に第Ｎ段トランスファー信号ＳＴ（Ｎ）を提供する。第Ｎ＋１
段トランスファー回路は、第Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）に接続して次の段の
ＧＯＡユニットの第Ｎ＋２段トランスファー制御回路に第Ｎ＋１段トランスファー信号Ｓ
Ｔ（Ｎ＋１）を提供する。
【００１１】
　該プルダウンホールディング回路が、ゲート電極が該第Ｎ＋１段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１
）に接続し、ドレイン電極が該第１コモン点Ｋ（Ｎ）に接続し、ソース電極が該第１直流
低電位ＶＳＳ１に接続する第２３トランジスタＴ２３と、ゲート電極が該第Ｎ段水平走査
線Ｇ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が該第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続し、ソース電極が該
第１直流低電位ＶＳＳ１に接続する第２４トランジスタＴ２４と、をさらに含む
【００１２】
　該第２３トランジスタＴ２３のゲート電極が該Ｎ＋１段トランスファー信号ＳＴ（Ｎ＋
１）に接続し、該第２４トランジスタＴ２４のゲート電極が第Ｎ段トランスファー信号Ｓ
Ｔ（Ｎ）に接続する。
【００１３】



(8) JP 6518785 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

　該第７トランジスタＴ７のソース電極と、該第９トランジスタＴ９のソース電極と、該
第１７トランジスタＴ１７のソース電極と、該第１９トランジスタＴ１９のソース電極と
が、第２直流低電位ＶＳＳ２に接続する。
【００１４】
　該プルダウンホールディング回路が、ゲート電極が第１コモン点Ｋ（Ｎ）に接続し、ド
レイン電極が該Ｎ＋１段トランスファー信号ＳＴ（Ｎ＋１）に接続し、ソース電極が該第
２直流低電位ＶＳＳ２に接続する第２５トランジスタＴ２５と、ゲート電極が該第２コモ
ン点Ｐ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が該Ｎ＋１段トランスファー信号ＳＴ（Ｎ＋１）に
接続し、ソース電極が該第２直流低電位ＶＳＳ２に接続する第２６トランジスタＴ２６と
、ゲート電極が第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が該Ｎ段トランスファー信
号ＳＴ（Ｎ）に接続し、ソース電極が該第２直流低電位ＶＳＳ２に接続する第２７トラン
ジスタＴ２７と、ゲート電極が第１コモン点Ｋ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が該Ｎ１段
トランスファー信号ＳＴ（Ｎ）に接続し、ソース電極が該第２直流低電位ＶＳＳ２に接続
する第２８トランジスタＴ２８を含む。
【００１５】
　該ＧＯＡユニットがリセット回路を更に含み、該リセット回路が該第Ｎ段ゲート信号点
Ｑ（Ｎ）と、第Ｎ＋１段ゲート信号点Ｑ（Ｎ＋１）と、第１直流低電圧ＶＳＳ１に接続し
、リセット信号を受信した後、該第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）及び第Ｎ＋１段ゲート
電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）の電位をプルダウンして低電位にするために用いられる。
【００１６】
　上述する課題を解決するためにこの発明の採用する技術プランは、一種の液晶表示装置
を提供するものであって、該液晶表示装置はＧＯＡ回路を含み、該ＧＯＡ回路が複数の複
数のＧＯＡユニットを含み、それぞれの該ＧＯＡユニットが表示領域の第Ｎ段水平線Ｇ（
Ｎ）と第Ｎ＋１段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）に対して順に充電し、該ＧＯＡユニットが、Ｎ
段プルアップコントロール回路と、Ｎ＋１段プルアップコントロール回路と、Ｎ段プルア
ップ回路と、Ｎ＋１段プルアップ回路と、Ｎ段プルダウン回路と、Ｎ＋１段プルダウン回
路と、プルダウンホールディング回路とを含み、該Ｎ段プルアップ回路と該プルダウンホ
ールディング回路とが、それぞれ第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）と、第Ｎ段水平走査線
Ｇ（Ｎ）とに接続し、該Ｎ段プルアップコントロール回路と、Ｎ段プルダウン回路が第Ｎ
段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）に接続し、該Ｎ＋１段プルアップ回路と該プルダウンホール
ディング回路とが、それぞれ第Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）と第Ｎ＋１段水平
走査線Ｇ（Ｎ＋１）に接続し、該Ｎ＋１段プルアップコントロール回路とプルダウンホー
ルディング回路とが、それぞれ第Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）と該Ｎ＋１段水
平走査線Ｇ（Ｎ＋１）に接続し、該Ｎ＋１段プルアップコントロール回路とＮ＋１段プル
ダウン回路とが該第Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）に接続し、該プルダウンホー
ルディング回路は、該第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）に充電した後、該第Ｎ段ゲート電極信号
点Ｑ（Ｎ）と該第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）の電位を低電位に維持し、該第Ｎ＋１段水平走
査線Ｇ（Ｎ＋１）に充電した後、第Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）と第Ｎ段水平
走査線Ｇ（Ｎ＋１）の電位を低電位に維持する。
【発明の効果】
【００１７】
　この発明は、周知の技術と異なり、隣り合う２段のＧＯＡユニットがカップリングし、
２段の該ＧＯＡユニットが１つのプルダウンホールディング回路を共有する。該プルダウ
ンホールディング回路は、第１段ＧＯＡ回路への充電が完了すると、第１段ＧＯＡ回路を
低電位に維持し、第２段ＧＯＡユニットへの充電が完了した後、第２段ＧＯＡユニットを
低電位に維持する。係る方式を採用することによって、表示装置全体においてプルダウン
ホールディング回路の消費電力を半減させ、ここからパワーの消費を低減させることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
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【図１】この発明の第１の実施の形態におけるそれぞれのＧＯＡユニットの接続構造を示
した説明図である。
【図２】この発明の第１の実施の形態によるＧＯＡユニットの接続構造を示した説明図で
ある。
【図３】この発明の第２の実施の形態によるＧＯＡユニットの具体的な接続を示した説明
図である。
【図４】この発明の第２の実施の形態によるＧＯＡユニットの具体的な回路におけるそれ
ぞれの信号の波形を示した説明図である。
【図５】この発明の第３の実施の形態におけるＧＯＡユニットの具体的な回路の接続を示
した説明図である。
【図６】この発明の第４の実施の形態によるＧＯＡユニットの具体的な回路の接続を示し
た説明図である。
【図７】この発明の第５の実施の形態によるＧＯＡユニットの具体的な回路の接続を示し
た説明図である。
【図８】この発明の第６の実施の形態によるＧＯＡユニットの具体的な回路の接続を示し
た説明図である。
【図９】この発明の第７の実施の形態によるＧＯＡユニットの具体的な回路の接続を示し
た説明図である。
【図１０】この発明の第７の実施の形態におけるＧＯＡユニットの具体的な回路における
それぞれの信号の波形を示した説明図である。
【発明を実施するための形態】
【実施例１】
【００１９】
　図１は、この発明のＧＯＡ回路の第１の実施の形態におけるそれぞれのＧＯＡユニット
の接続構造を開示した説明図である。図面の開示によれば、該ＧＯＡ回路は、複数のＧＯ
Ａ素子を含み、それぞれのＧＯＡユニットは表示領域の隣り合う２段の水平走査線に対し
て順に充電を行なう。
【００２０】
　以下は、第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）及び第Ｎ＋１段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）に充電する
ＧＯＡユニットを例として述べる。図２には、この発明によるＧＯＡ回路の第１の実施の
形態におけるＧＯＡユニットの回路の接続を示した説明図である。図面に開示するように
ＧＯＡユニットは、Ｎ段プルアップコントロール回路１０１と、Ｎ＋１段プルアップコン
トロール回路１０２と、Ｎ段プルアップ回路２０１と、Ｎ＋１段プルアップ回路２０２と
、Ｎ段プルダウン回路３０１と、Ｎ＋１段プルダウン回路３０２と、プルダウンホールデ
ィング回路４００とを含む。
【００２１】
　Ｎ段プルアップ回路２０１とプルダウンホールディング回路４００は、それぞれ第Ｎ段
ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）と、第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）と接続し、Ｎ段プルアップコン
トロール回路１０１と、Ｎ段プルダウン回路３０１は、第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）
に接続する。
【００２２】
　Ｎ＋１段プルアップ回路２０２とプルダウンホールディング回路４００とは、それぞれ
第Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）と第Ｎ＋１段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）に接続す
る。Ｎ＋１段プルアップコントロール回路１０２とＮ＋１段プルダウン回路とは、第Ｎ＋
１段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）に接続する。
【００２３】
　プルダウンホールディング回路４００は、第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）に充電した後、第
Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）と第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）の電位をプルダウンして低電
位とし、第Ｎ＋１段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）に充電した後、第Ｎ＋１段ゲート電極信号点
Ｑ（Ｎ＋１）と第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）の電位をプルダウンして低電位とする。
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【００２４】
　具体的に述べると、Ｎ段プルアップコントロール回路１０１は、前１段ＧＯＡユニット
のＧ（Ｎ‐１）信号を受信してから第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）の電位を高数値の電
位に増幅し、かつＮ段プルアップ回路２０１を制御してオンにして第Ｎ段クロック信号Ｃ
Ｋ（Ｎ）を受信する。ここから第Ｎ段水平走査信号Ｇ（Ｎ）を充電する。充電が完了する
と、第Ｎ段プルダウン回路３０１が第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）の電位をプルダウン
して低電位とする。同時にＮ段プルアップ回路２０１をオフにし、プルダウンホールディ
ング回路４００が第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）と第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）の電位を
プルダウンして低電位とし、かつ維持する。
【００２５】
　第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）の出力する走査信号Ｇ（Ｎ）は、Ｎ＋１段回路におけるＮ＋
１段プルアップコントロール回路の入力信号ともなる。Ｎ＋１段回路とＮ段回路の作動の
原理は同様であって、プルアップコントロール回路とプルダウン回路の制御信号のみが異
なる。２段の回路の作動時では、プルダウンホールディングモジュール４００が第１クロ
ック信号ＬＣ１と第２クロック信号ＬＣ２との制御下に在って、２段の回路の電位を同時
にプルダウンして低電位とし、かつこれを維持する。
【００２６】
　周知の技術と異なり、この実施の形態では隣り合う２段のＧＯＡユニットに対してカッ
プリングを行ない、２段の該ＧＯＡユニットで同一のプルダウンホールディング回路を共
有する。該プルダウンホールディング回路は第１段ＧＯＡユニットに対する充電が完了す
ると、該第１段ＧＯＡユニットを低電位に維持し、第２段ＧＯＡユニットの充電が完了す
ると、該段ＧＯＡユニットを低電位に維持する。係る方式を採用することで、ディスプレ
ー全体においてプルダウンホールディング回路の消費電力を半減させることができる。よ
って、エネルギーの消費を低減させることができる。
【実施例２】
【００２７】
　図３は、この発明の第２の実施の形態によるＧＯＡユニットの具体的な回路の接続を示
した説明図である。図面に開示するようにＧＯＡユニットは、Ｎ段プルアップコントロー
ル回路１０１と、Ｎ＋１段プルアップコントロール回路１０２と、Ｎ段プルアップ回路２
０１と、Ｎ＋１段プルアップ回路２０２と、Ｎ段プルダウン回路３０１と、Ｎ＋１段プル
ダウン回路３０２と、プルダウンホールディング回路４００とを含む。プルダウンホール
ディング回路４００は、ゲート電極とドレイン電極が第１クロック信号ＬＣ１に接続する
第１トランジスタＴ１と、ゲート電極が第１トランジスタＴ１のソース電極に接続し、ド
レイン電極が第１クロック信号ＬＣ１に接続し、ソース電極が第１コモン点Ｋ（Ｎ）に接
続する第２トランジスタＴ２と、ゲート電極が第２クロック信号ＬＣ２に接続し、ドレイ
ン電極が第１クロック信号ＬＣ１に接続し、ソース電極が第１コモン点Ｋ（Ｎ）に接続す
る第３トランジスタＴ３と、ゲート電極とドレイン電極とが第１コモン点Ｋ（Ｎ）に接続
する第４トランジスタＴ４と、ゲート電極が第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）に接続し、
ドレイン電極が第１トランジスタＴ１のソース電極と第４トランジスタＴ４のソース電極
とに接続し、ソース電極が第１直流低電圧ＶＳＳ１に接続する第５トランジスタＴ５と、
ゲート電極が第Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）に接続し、ドレイン電極が第１ト
ランジスタＴ１のソース電極に接続し、ソース電極が第１直流低電圧ＶＳＳ１に接続する
第６トランジスタＴ６と、ゲート電極が第１コモン点Ｋ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が
Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）に接続し、ソース電極が第１直流低電圧ＶＳＳ１
に接続する第７トランジスタＴ７と、ゲート電極が第１コモン点Ｋ（Ｎ）に接続し、ドレ
イン電極がＮ＋１段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）に接続し、ソース電極が第１直流低電圧ＶＳ
Ｓ１に接続する第８トランジスタＴ８と、ゲート電極が第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続し、
ドレイン電極がＮ＋１段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）に接続し、ソース電極が第１直流
低電圧ＶＳＳ１に接続する第９トランジスタＴ９と、ゲート電極が　第２コモン点Ｐ（Ｎ
）に接続し、ドレイン電極がＮ＋１段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）に接続し、ソース電極が第
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１直流低電圧ＶＳＳ１に接続する第１０トランジスタＴ１０と、ゲート電極とドレイン電
極とが第２クロック信号ＬＣ２に接続する第１１トランジスタＴ１１と、ゲート電極が第
１１トランジスタＴ１１のソース電極に接続し、ドレイン電極が第２クロック信号ＬＣ２
に接続し、ソース電極が第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続する第１２トランジスタＴ１２と、
ゲート電極が第１クロック信号ＬＣ１に接続し、ドレイン電極が第２クロック信号ＬＣ２
に接続し、ソース電極が第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続する第１３トランジスタＴ１３と、
ゲート電極とドレイン電極とが第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続する第１４トランジスタＴ１
４と、ゲート電極が第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が第１１ト
ランジスタＴ１１のソース電極と第１４トランジスタＴ１４のソース電極に接続し、ソー
ス電極が第１直流低電圧ＶＳＳ１に接続する第１５トランジスタＴ１５と、ゲート電極が
第Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ＋１）に接続し、ドレイン電極が第１１トランジスタ
Ｔ１１のソース電極に接続し、ソース電極が第１直流低電位ＶＳＳ１に接続する第１６ト
ランジスタＴ１６と、ゲート電極が第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極が第Ｎ
段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）に接続し、ソース電極が第１直流低電位ＶＳＳ１に接続する
第１７トランジスタＴ１７と、ゲート電極が第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続し、ドレイン電
極が第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）に接続し、ソース電極が第１直流定電圧ＶＳＳ１に接続す
る第１８トランジスタＴ１８と、ゲート電極が第１コモン点Ｋ（Ｎ）に接続し、ドレイン
電極が第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（Ｎ）に接続し、ソース電極が第１直流低電圧ＶＳＳ１
に接続する第１９トランジスタＴ１９と、ゲート電極が第１コモン点Ｋ（Ｎ）に接続し、
ドレイン電極が第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）に接続し、ソース電極が第１直流低電圧ＶＳＳ
１に接続する第２０トランジスタＴ２０と、を含む。
【００２８】
　図４を同時に参照して述べる。この発明の第２の実施の形態によるＧＯＡユニットの具
体的な回路におけるそれぞれの信号の波形を図４に開示する。図４に点線で、波形図を１
～８のワークエリアに区分けした。
【００２９】
　第１ワークエリアは、Ｇ（Ｎ‐１）が低レベルであって、Ｎ段プルアップコントロール
回路１０１がオフであって、Ｑ（Ｎ）点が低レベルである。Ｎ段プルアップ回路２０１は
オフとなる。ＬＣ１とＬＣ２の作用によってＰ（Ｎ）点は高レベルとなる。Ｔ１２は導通
状態となり、Ｇ（Ｎ）を低レベルに維持する。よって、Ｎ＋１段プルアップコントロール
回路１０２はオフとなり、Ｑ（Ｎ＋１）点は低レベルとなって、Ｎ＋１プルアップ回路２
０２はオフとなる。ＬＣ１とＬＣ２の作用によってＰ（Ｎ）は高レベルとなって、Ｔ１０
は導通状態となり、Ｇ（Ｎ＋１）が低レベルを出力する。
【００３０】
　第２ワークエリアは、Ｇ（Ｎ‐１）が高レベルであって、Ｎ段プルアップコントロール
回路１０１がオンとなる。Ｑ（Ｎ）点は高レベルであって、Ｎ段プルアップ回路１０２は
オンとなる。但し、ＣＫ（Ｎ）は依然として低レベルである。このため、Ｇ（Ｎ）は依然
として低レベルを出力する。別途、Ｑ（Ｎ）が高レベルであることからＴ２１、Ｔ５、Ｔ
１５が導通状態となる。即ち、Ｐ（Ｎ）とＫ（Ｎ）とが同時に低レベルとなり、Ｇ（Ｎ＋
１）が継続して低レベルを保持する。
【００３１】
　第３ワークエリアは、Ｇ（Ｎ‐１）が低レベルであって、Ｎ段プルアップコントロール
回路１０１がオフとなり、Ｑ（Ｎ）点がやや低下し、その他キーポイントはほぼ変わらな
い。
【００３２】
　第４ワークエリアは、Ｎ段プルアップ回路２０１の第１コンデンサＣｂ１のブーストラ
ップ作用によってＱ（Ｎ）点の電位をさらに高く増幅し、Ｎ段プルアップ回路２０１は依
然としてオン状態にある。この場合、Ｎ段クロック信号ＣＫ（Ｎ）は高電位に変わり、Ｇ
（Ｎ）が充電される。
【００３３】
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　Ｇ（Ｎ）が高くなり、Ｎ＋１プルアップコントロール回路１０２がオンとなり、Ｑ（Ｎ
＋１が高電位となる。但し、この場合Ｎ＋１段クロック信号は低くあって、Ｇ（Ｎ＋１）
は依然として低い状態にある。
【００３４】
　第５ワークエリアは、Ｎ段クロック信号ＣＫ（Ｎ）が低電位となり、Ｇ（Ｎ）の充電が
完了し、Ｎ＋１段プルアップコントロール回路１０２がオフとなる。その他のキーポイン
トはほぼ変わらない。
【００３５】
　第６ワークエリアは、Ｎ＋１段プルアップ回路２０２の第２コンデンサＣｂ２のブース
トラップ作用によって、Ｑ（Ｎ＋１）点の電位をさらに高く増幅し、Ｎ＋１プルアップ回
路２０２は依然としてオン状態にある。この場合、Ｎ＋１段クロック信号ＣＫ（Ｎ＋１）
が高電位となり、Ｇ（Ｎ＋１）が充電される。
【００３６】
　Ｇ（Ｎ＋１）が高くなり、Ｎ＋１プルアップコントロール回路３０１がオンとなり、Ｑ
（Ｎ）の電位をプルダウンする。Ｔ２１、Ｔ５、Ｔ５１はオフとなる。但し、Ｑ（Ｎ＋１
）の作用によって、またＬＣ１とＬＣ２の変化によって、Ｐ（Ｎ）とＫ（Ｎ）は依然とし
て低い状態にある。
【００３７】
　第７ワークエリアは、Ｎ＋１段クロック信号ＣＫ（Ｎ＋１）は低電位となり、Ｇ（Ｎ＋
１）の充電が完了する。その他キーポイントはほぼ変わらない。
【実施例３】
【００３８】
　図５は、この発明の第３の実施の形態によつＧＯＡ回路のＧＯＡユニットの具他的な回
路の接続を示した説明図である。図面に開示するＧＯＡユニットの上述する実施例２との
相違点は次のとおりである。
【００３９】
　プルダウンホールディング回路４００が、ゲート電極が第Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ
（Ｎ＋１）に接続し、ドレイン電極とソース電極とが第１コモン点Ｋ（Ｎ）と第２コモン
点Ｐ（Ｎ）とにそれぞれ接続する第２２トランジスタＴ２２をさらに含む。
【００４０】
　プルダウンホールディング回路４００は、２段の回路を同時にプルダウンし、かつ維持
する必要があるため、Ｔ２２とＴ２１とが共同で作用する方式を採用することで２段の回
路の正常な出力を保証し、回路をさらにリスクヘッジし、さらに安定させる。
【実施例４】
【００４１】
　図６は、この発明の第４の実施の形態によるＧＯＡユニットの具体的な回路の接続を示
した説明図である。図面に開示するＧＯＡユニットの上述する実施例３との相違点は次の
とおりである。
【００４２】
　ＧＯＡユニットが、第Ｎ段トランスファー回路５０１と第Ｎ＋１トランスファー回路５
０２とをさらに含む。第Ｎ段トランスファー回路５０１は、第Ｎ段ゲート電極信号点Ｑ（
Ｎ）に接続して第Ｎ＋１段トランスファー制御回路に第Ｎ段トランスファー信号ＳＴ（Ｎ
）を提供する。第Ｎ＋１段トランスファー回路５０２は、第Ｎ＋１段ゲート電極信号点Ｑ
（Ｎ＋１）に接続して次の段のＧＯＡユニットの第Ｎ＋２段トランスファー制御回路に第
Ｎ＋１段トランスファー信号ＳＴ（Ｎ＋１）を提供する。
【００４３】
　この実施の形態においては、第Ｎ段プルアップコントロール回路１０１と第Ｎ＋１段プ
ルアップコントロール回路１０２の制御信号が、それぞれＳＴ（Ｎ‐１）とＳＴ（Ｎ）に
変換する。即ち、Ｎ段プルアップコントロール回路１０１とＮ＋１段プルアップコントロ
ール回路１０２のＴＦＴトランジスタのゲート電極が、それぞれＳＴ（Ｎ‐１）とＳＴ（
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Ｎ）とに接続する。
【実施例５】
【００４４】
　図７は、この発明の第５の実施の形態によるＧＯＡユニットの具体的な回路の接続を示
した説明図である。図面に開示するＧＯＡユニットの上述する実施例４との相違点は次の
とおりである。
【００４５】
　プルダウンホールディング回路が、ゲート電極が第Ｎ＋１段水平走査線Ｇ（Ｎ＋１）に
接続し、ドレイン電極が第１コモン点Ｋ（Ｎ）に接続し、ソース電極が第１直流低電位Ｖ
ＳＳ１に接続する第２３トランジスタＴ２３と、ゲート電極が第Ｎ段水平走査線Ｇ（Ｎ）
に接続し、ドレイン電極が第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続し、ソース電極が第１直流低電位
ＶＳＳ１に接続する第２４トランジスタＴ２４と、をさらに含む。
【００４６】
　この実施例において新たに加える２つのＴＦＴトランジスタは、作用する時間にＰ（Ｎ
）とＫ（Ｎ）に対するプルダウン強化を増強するためのものである。出力時のプルダウン
は極めて重要であって、プルダウンが不十分であれば表示の異常を直接招く。
【００４７】
　別途、Ｎ段プルダウン回路のゲート電極信号をＳＴ（Ｎ＋１）に変換し、Ｎ＋１段プル
ダウン回路のゲート信号をＳＴ（Ｎ＋２）に変換してもよく、Ｔ２３のゲート信号をＳＴ
（Ｎ＋１）に変換し、Ｔ２４のゲート信号をＳＴ（Ｎ）に変換してもよい。係る変換によ
ってトランジスタの漏電を防ぐことができる。
【実施例６】
【００４８】
　図８は、この発明の第６の実施の形態によるＧＯＡユニットの具体的な回路の接続を示
した説明図である。図面に開示するＧＯＡユニットの上述する実施例５との相違点は次の
とおりである。
【００４９】
　第７トランジスタＴ７のソース電極と、第９トランジスタＴ９のソース電極と、第１７
トランジスタＴ１７のソース電極と、第１９トランジスタＴ１９のソース電極とが、第２
直流低電位ＶＳＳ２に接続する。
【実施例７】
【００５０】
　図９は、この発明の第７の実施の形態によるＧＯＡユニットの具体的な回路の接続を示
した説明図である。図面に開示するＧＯＡユニットは、上述する実施例６と異なり、プル
ダウンホールディング回路が以下を含む。
【００５１】
　ゲート電極が第１コモン点Ｋ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極がＮ＋１段トランスファー
信号ＳＴ（Ｎ＋１）に接続し、ソース電極が第２直流低電位ＶＳＳ２に接続する第２５ト
ランジスタＴ２５を含む。
【００５２】
　また、ゲート電極が第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極がＮ＋１段トランス
ファー信号ＳＴ（Ｎ＋１）に接続し、ソース電極が第２直流低電位ＶＳＳ２に接続する第
２６トランジスタＴ２６を含む。
【００５３】
　また、ゲート電極が第２コモン点Ｐ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極がＮ段トランスファ
ー信号ＳＴ（Ｎ）に接続し、ソース電極が第２直流低電位ＶＳＳ２に接続する第２７トラ
ンジスタＴ２７を含む。
【００５４】
　また、ゲート電極が第１コモン点Ｋ（Ｎ）に接続し、ドレイン電極がＮ１段トランスフ
ァー信号ＳＴ（Ｎ）に接続し、ソース電極が第２直流低電位ＶＳＳ２に接続する第２８ト
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ランジスタＴ２８を含む。
【００５５】
　別途、Ｎ段プルダウン回路のゲート電極信号をＳＴ（Ｎ＋２）に変換し、Ｎ＋１段プル
ダウン回路のゲート電極信号をＳＴ（Ｎ＋３）に変換してもよく、係る変換はＱ（Ｎ）点
に好ましい凸字状波形を形成するのに利する。
【実施例８】
【００５６】
　図１０は、この発明の第７の実施の形態によるＧＯＡユニットの具体的な回路における
それぞれの信号の波形を示した説明図である。図面に開示するように、波形は図４に近似
するが、但しＱ（Ｎ）とＱ（Ｎ＋１）の凸字状波形がさらに完全になる点が異なる。
【００５７】
　上述するそれぞれの実施例におけるＴＦＴは、いずれも例としてＮＴＦＴを挙げている
が、実際の操作においてはＰＴＦＴで代替してもよい。この場合、ゲート電極の制御電位
は高低を互いに変換する。電位の順序は変更が発生しない。
【００５８】
　以上はこの発明の好ましい実施の形態であって、この発明の実施の範囲を限定する者で
はない。よって、凡そこの発明の明細書と添付の図面の内容を利用してなし得る。均等の
効果を有する構造、又はプロセスの変換、もしくは直接、間接的にその他関連技術の分野
に転用することは、いずれもこの発明の特許請求の範囲に含まれるものとする。
【符号の説明】
【００５９】
１０１　　　　Ｎ段プルアップコントロール回路
１０２　　　　Ｎ＋１段プルアップコントロール回路
２０１　　　　Ｎ段プルアップ回路
２０２　　　　Ｎ＋１段プルアップ回路
３０１　　　　Ｎ段プルダウン回路
３０２　　　　Ｎ＋１段プルダウン回路
４００　　　　プルダウンホールディング回路
５０１　　　　第Ｎ段トランスファー回路
５０２　　　　第Ｎ＋１段トランスファー回路
ＣＫ（Ｎ）　　　　第Ｎ段クロック信号
Ｇ（Ｎ）　　　　第Ｎ段水平走査線
Ｇ（Ｎ＋１）　　　　第Ｎ＋１段水平走査線
Ｇ（Ｎ―１）　　　　前１段ＧＯＡユニット
Ｋ（Ｎ）　　　　第１コモン点
ＬＣ１　　　　第１クロック信号
ＬＣ２　　　　第２クロック信号
　Ｐ（Ｎ）　　　　第２コモン点
　Ｑ（Ｎ）　　　　第Ｎ段ゲート電極信号点　　
　Ｑ（Ｎ＋１）　　第Ｎ＋１段ゲート電極信号点　　
　ＳＴ（Ｎ）　　第Ｎ段トランスファー信号
　ＳＴ（Ｎ＋１）　　第Ｎ段トランスファー信号
　Ｔ１　　　　第１トランジスタ　　
　Ｔ２　　　　第２トランジスタ
　Ｔ３　　　　第３トランジスタ
　Ｔ４　　　　第４トランジスタ
　Ｔ５　　　　第５トランジスタ
　Ｔ６　　　　第６トランジスタ
　Ｔ７　　　　第７トランジスタ
　Ｔ８　　　　第８トランジスタ
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　Ｔ９　　　　第９トランジスタ
　Ｔ１０　　　　第１０トランジスタ
　Ｔ１１　　　　第１１トランジスタ
　Ｔ１２　　　　第１２トランジスタ
　Ｔ１３　　　　第１３トランジスタ
　Ｔ１４　　　　第１４トランジスタ
　Ｔ１５　　　　第１５トランジスタ
　Ｔ１６　　　　第１６トランジスタ
　Ｔ１７　　　　第１７トランジスタ
　Ｔ１８　　　　第１８トランジスタ
　Ｔ１９　　　　第１９トランジスタ
　Ｔ２０　　　　第２０トランジスタ
　Ｔ２２　　　　第２２トランジスタ
　Ｔ２３　　　　第２３トランジスタ
　Ｔ２４　　　　第２４トランジスタ
　Ｔ２５　　　　第２５トランジスタ
　Ｔ２６　　　　第２６トランジスタ
　Ｔ２７　　　　第２７トランジスタ
　Ｔ２８　　　　第２８トランジスタ
　ＶＳＳ１　　　　第１直流低電位
　ＶＳＳ２　　　　第２直流低電位

【図１】

【図２】

【図３】
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